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I. はじめに 





[e.g., Nishida, 1968; Pellat and Laval, 1972; Kikuchi et al., 2008] 
○IMFの極性に非常に良い相関がある 
  Bz<0⇒東向き赤道ジェット電流 (dawn-to-dusk電場の侵入) 




[e.g., Fejer, 1983; Sastri, 1988; Fejer , 2002; Zaka et al.,, 2009] 
○IMFの極性に無関係で、長時間にわたって現象が継続する 
  西向き赤道ジェット電流 (dusk-to-dawn電場の形成) 
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I. はじめに 


























EEJ: Equatorial ElectroJet 










[after Kikuchi et al., 1996] 
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I. はじめに 

































  →磁気赤道域で現れる西向き赤道ジェット電流と 
   領域2 FACと電離圏ダイナモの作る遮蔽電場との 












  dX or dY=X_storm or Y_storm - X_sq or Y_sq 
  同定した静穏日：2002年5月31日(Kp<1+) 
◎環電流・磁気圏界面電流の効果を出来るだけ除去 
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III.4  強い北向き転向による磁気嵐回復相時の対流のパターン 







             極冠域：4セルの出現(NBz+R-1) 











































[Blanc and Richmond, 1980] 
電流 
ドリフト速度 





































IV.3 最小2乗フィッテング(Lomb-Scargle method) 
〇大気潮汐波などの導出に対する周波数解析に、ロムスカーグル法(Lomb-
Scargle method) [Press et al., 1992; Hocke and Kampfer, 2009]を用いた 





[Hocke and Kampfer, Ann. Geophys., 9, 4197-4206, 2009] 17 
IV. 磁気嵐時の熱圏風変動 


























































V.1  これまでの磁気嵐時の熱圏風変動の研究との比較 
1. アラスカ、カレッジ(北緯65度、西経147度)の流星レーダー観測 



































    高度70㎞以上の東西風の分散値が地磁気静穏時と比べて磁気嵐回復相じ
には、約2倍程度増加 
    ⇒大気潮汐などの大気波動の励起、振幅増加に関係 
    南北成分に関しては、磁気嵐による変動が見られない 
2. 1日大気潮汐 の変化 
    東西成分に関して、高度70km以上の領域で1日周期の大気潮汐波動の振
幅が磁気嵐に伴って約2-3倍増加 
    その位相成分も変化し、高度80 km付近でその変化が最も大きい 
     南北成分の振幅には、ほとんど変化が見られなかったが、位相が約3-12時
間程度、遅い時間にシフトする 











































V.1  他の磁気嵐イベント時の平均風の変化 
A 
B 
A B 
26 
V. 考察 
V.2 24と12時間の潮汐波の振幅と位相の高度分布(東西成分) 
27 
V. 考察 
V.3 8と6時間の潮汐波の振幅と位相の高度分布(東西成分) 
28 
V. 考察 
V.3 24と12時間の潮汐波の振幅と位相の高度分布(南北成分) 
29 
V. 考察 
V.4 8と6時間の潮汐波の振幅と位相の高度分布(南北成分) 
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